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紹
介
と
批
評

蟻
山
政
選
編

『
政

蛍吋
』

一

民
主
園
家
に
お
け
る
政
治
謹
用
方
式
に
と
っ
て、
政
黛
の
存
在、
そ
の

動
向
が
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
は
議
論
の
録
地
が
な
い。
し
か
る
に、
従

来
「
政
黛」
を
プ
ロ
パ
！
な
課
題
と
し
て
取
扱
っ
た
邦
語
文
献
は、
そ
の
濁
象

の
重
要
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
儀
り
に
も
敷
が
少
な
い。
こ
こ
に
も
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
後
進
性
と
E
比
例
し
た
政
治
皐
研
究
の
後
進
性
が
問
題
視
さ
れ
る
所

以
が
あ
ろ
う。

「
政
翼
と
い
う
も
の
を
外
閣
の
そ
れ
を
含
め
て一
般
的
に、
理
論
的
に
究
明
す

る
と
共
に、
特
殊
の
性
質
や
特
徴
を
も
っ
日
本
の
政
翼
に
つ
い
て
そ
の
解
明
を

試
み
た
よ
と
編
者
蟻
山
教
授
は、
そ
の
「
は
し
が
き」
に
述
べ
て
お
ら
れ
る。

そ
し
て、
こ
の
試
み
は、
敢
え
て
評
す
る
な
ら
ば、
あ
る
程
度
所
期
の
敷
果
を

零
げ
え
た
と
い
え
よ
う。

レし］

ハ
七
二〉

館
山
教
授
の
握
蛍
に
な
る
「
第一
話

政
黛
の
本
質
と
そ
の
問
題」
い
わ
ば

本
書
の
総
論
的
部
分
よ
り
順、
主
追
っ
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
が、
コ
じ一心
に
本

書
の
構
成
と
分
携
執
筆
者
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
お
こ
う。

「
政
黛
の
本
質
と
そ
の
問
題」

賦
山
政
遺
氏

「
政
翼
の
組
織
と
機
能」

中
村
菊
男
氏

「
政
黛
と
樺
力」

小
松
春
雄
氏

「
日
本
の
政
黛」

川
原
次
吉
郎
氏

「
外
国
の
政
窯」

横
山
桂
次
氏

で
あ
る。

ニ

轍
山
教
授
は、
近
代
民
主
園
家
に
お
い
て、
政
黛
が
必
要
不
可
歓
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ、
そ
の
存
在
意
義
を
論
理
的
に
詮
関
さ
れ
る。

「
忠
君
愛
閣
と
い
う
民
族
的
倫
理
に
よ
る
精
紳
的
つ
な
が
り」
と
し
て
の
「
天

皇
制」
は、
政
治
皐
上
で
意
味
す
る
「
代
表」
と
い
う
概
念
で
は
な
く、
君
主

政
治
よ
り、
代
議
制
に
移
行
し、
園
民
の
政
治
的
統一
が、
代
議
制
を
媒
介
と

し
て
成
就
し
う
る
歴
史
的
過
程
を
遁
っ
て
「
代
表」
の
問
題
が
日
常
佑
さ
れ
て

く
る
の
で
あ
る。
政
翼
の
存
在
は、
か
か
る
「
代
表
概
念」
の
日
常
化
に
よ
っ

て
意
義
づ
け
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
り、
「
政
黛
と
は
或
る
特
定
の
主
義
ま
た
は

原
則
に
お
い
て一
致
し
て
い
る
人
々
が、
そ
の
主
義
ま
た
は
原
則
に
基
づ
い
て

閤
民
的
利
盆
を
増
進
せ
ん
が
た
め
に

協力
す
ベ
く
結
合
し
た
圏
盟」
（
E・
パ
ー

ク
の
定
義〉
と
い
う
存
在
に
な
る
の
で
あ
る。

し
か
し
て、
政
需
は
閥
黛、
私
翼、
徒
黛
と
異
る
故、
そ
の
差
異
を
具
鰻
例

（
愛
国
公
黛）
に
よ
っ
て
論
詮
さ
れ
る。
元
来、

朋
黛
を
母
践
と
し
て
袈
生
し

た
政
黛
は、
。ハ
ト
ロ
ネ
l
ジ
の
貼
に
お
い
て
も、
公
私
の
比
重
に
お
い
て
も、

そ
の
匿
別
は
「
程
度
の
差」
に
あ
る
が、
政
翼
の
麗
性
と
し
て、
安
定
組
織
の



具
有
と
、
公
約
政
策
の
實
現
へ
の
努
力
の
二
馳
を
ベ
ト
ー
ネ
ン
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
政
蕪
を
護
蓬
せ
し
め
る
客
鶴
條
件
は
、
「
代
講
政
騰
の
成
立
」
お
よ
び
「
公

民
意
識
の
成
長
」
な
の
で
あ
り
、
「
人
聞
性
の
輿
底
に
潜
む
窯
派
心
」
だ
け
で

は
、
政
黛
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
政
黛
分
立
の
過
程
を
、
ロ
ー

ウ
ェ
ル
の
學
読
を
中
心
に
論
か
れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ

る
。
養
業
革
命
を
纏
瞼
し
た
の
ち
の
政
治
状
況
に
お
い
て
、
問
題
覗
さ
れ
る
の

は
階
級
政
窯
の
出
現
で
あ
り
、
こ
の
課
題
を
、
政
治
的
（
議
會
主
義
か
暴
力
主

義
か
）
、
纒
濟
的
（
資
本
主
義
か
肚
會
主
義
か
）
闘
黙
よ
り
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
三
　
中
村
敏
授
分
捲
に
よ
る
「
第
二
話
　
政
裳
の
組
織
と
機
能
」
は
、
機
構
、

役
員
、
領
袖
等
「
政
蕪
の
部
内
組
織
」
と
、
院
外
團
、
友
誼
團
膿
、
シ
ン
パ
等

の
「
部
外
組
織
」
を
説
明
さ
れ
、
灘
螢
方
法
、
諸
活
動
、
を
述
べ
、
「
政
窯
と

選
墨
」
で
は
、
理
想
型
と
し
て
の
議
會
政
治
と
現
實
態
と
し
て
の
澤
墾
の
矛
盾

を
、
一
般
選
撃
最
の
政
治
意
識
の
低
迷
と
政
窯
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
お
け
ろ
モ

ラ
ル
の
歓
如
に
原
因
す
る
旨
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
投
票
の
「
凝
結
膿
」
と

し
て
の
地
盤
獲
得
の
た
め
の
「
顔
」
の
作
用
を
述
べ
ら
れ
、
選
撃
運
動
、
干

渉
、
資
金
、
公
明
選
撃
の
在
り
方
等
、
實
際
知
識
を
中
心
と
し
て
論
じ
て
お
ら

れ
る
。

　
小
松
助
敏
授
の
「
第
三
話
　
政
蕪
と
灌
力
」
は
、
「
人
聞
と
穂
力
」
か
ら
論

き
起
し
、
プ
レ
ヅ
シ
ャ
：
・
グ
ル
㌧
フ
ス
や
勢
働
組
合
等
の
政
治
隻
團
と
、
政

黛
の
相
違
は
、
「
い
わ
ば
、
政
賞
は
樺
力
を
も
つ
が
、
墜
力
團
膿
は
勢
力
を
も

つ
」
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
的
に
樫
力
を
掌
握
す
る
團
膿
と
、
間
接
的
に
樺
力

を
動
か
す
團
灘
の
差
異
に
よ
る
と
さ
れ
、
「
政
窯
の
穰
力
闘
雫
」
、
そ
の
過
程
、

複
雑
性
を
読
か
れ
て
い
る
。
組
織
・
リ
ー
ダ
ー
・
政
治
資
金
の
各
論
は
、
い
さ

さ
か
第
二
話
と
重
複
し
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
政
窯
組
織
の
官
僚
化
の
原
因
を

紹
介
と
批
評

左
の
四
黙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ナ
な
わ
ち
、
e
マ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
i
期
に
お
け
る
政
裳
は
、
メ
ン
バ
ー
の

量
的
増
大
よ
り
結
果
L
た
組
織
の
張
化
と
、
中
央
集
灌
化
、
㊧
利
害
甥
立
よ
り

來
る
秘
密
俣
持
、
機
動
力
獲
揮
の
た
め
の
組
織
の
張
化
、
⇔
瀧
會
騰
制
の
動
揺

が
も
た
ら
、
し
た
政
治
纏
力
の
集
中
化
と
執
行
灌
の
張
化
、
㈲
以
上
の
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
キ
．
背
景
と
L
て
、
マ
ス
の
カ
リ
ス
マ
的
支
配
へ
の
欲
求
、
こ
れ
ら
が

政
難
組
織
の
内
部
に
お
け
る
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
の
出
現
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て

く
る
と
さ
れ
る
。

　
川
原
数
授
澹
常
の
「
第
四
話
　
日
本
の
政
蕪
」
は
、
明
治
七
年
一
月
に
成
立

し
た
愛
閥
公
窯
の
出
現
よ
り
始
ま
り
、
「
有
司
」
の
專
噺
を
排
し
、
「
通
義
擢
理
」

を
保
有
す
る
を
以
て
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
民
撰
議
院
設
立
建
白
」
書
の
提
出
の

意
義
を
論
ぜ
ら
れ
、
愛
固
公
窯
よ
り
愛
國
祉
に
稜
展
す
る
渦
程
、
愛
國
肚
、
明

治
一
四
年
成
立
の
自
由
窯
、
等
初
期
政
賞
の
性
格
、
お
よ
び
國
會
開
設
、
立
憲

揮
動
の
概
要
、
政
窯
の
離
合
集
散
の
状
況
、
政
蕪
の
稜
展
過
程
、
憲
政
會
、
政

友
會
を
中
心
と
し
た
政
窯
内
閣
制
の
確
立
、
普
選
蓮
動
等
の
明
治
、
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
概
況
を
論
ぜ
ら
れ
、
五
・
一
五
事
件
を
契
機
と
し
た
政
黙
政
治
の

衰
退
渦
程
、
二
・
二
六
事
件
、
新
盤
制
渾
動
、
翼
賛
政
治
會
等
、
政
黛
政
治
か

ら
全
膿
主
義
的
政
治
騰
制
へ
の
移
行
、
さ
ら
に
、
終
職
後
の
政
黙
を
、
第
二
〇

臨
時
國
會
に
お
け
る
吉
田
総
理
の
引
退
問
題
に
ま
で
論
及
さ
れ
て
い
る
。

　
四
　
横
山
助
教
授
の
分
搬
に
な
る
「
第
五
話
　
外
國
の
政
蕪
」
は
、
O
各
國

政
窯
の
近
代
化
の
軌
跡
、
政
治
の
民
主
化
の
過
程
と
、
㊧
特
殊
な
例
と
し
て
濁

裁
膿
制
下
の
政
窯
の
役
割
に
観
黙
を
据
え
て
、
ポ
ラ
リ
ゼ
！
シ
ョ
ン
の
典
型
と

し
て
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
を
取
扱
い
、
デ
ポ
ラ
リ
ゼ
！
シ
ョ
ン
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
デ
ィ
ク
テ
タ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
を
取
撃
げ
て

ヒ
↓

（
七
一
一
．
）



紹
介
と
批
評

お
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
二
大
政
糞
封
立
の
起
源
と
し
て
、
ホ
ィ
ッ
グ
、
ト
ー
リ
；
の
劉
立
か

ら
、
政
府
窯
と
反
封
蕪
、
保
守
窯
、
自
由
裳
の
封
立
状
況
、
「
寛
容
の
自
由
主

義
」
に
よ
つ
て
成
育
し
て
來
た
螢
働
窯
、
お
よ
び
國
民
政
窯
と
し
て
成
長
す
る

イ
ギ
リ
ス
政
窯
の
特
質
を
論
じ
、
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
追
加
し
て
「
大
政
窯
は

多
く
の
利
害
關
係
を
調
整
し
、
そ
の
最
大
公
約
歎
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
る
か

ら
、
稔
健
な
政
窯
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
」
と
二
大
政
窯
の
特
質
を
論
じ

て
い
る
。

　
次
に
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ッ
の
政
治
史
的
状
況
を
背
景
と
し
て
醸
成
さ
れ
て

く
る
少
敷
政
窯
分
立
の
過
程
を
論
ぜ
ら
承
、
第
二
次
大
職
後
の
現
代
の
諸
政
窯

ま
で
最
近
の
資
料
、
文
献
を
滲
照
し
て
取
扱
つ
て
お
ら
れ
る
。
一
黛
猫
裁
を
以

て
特
徴
と
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
、
一
九
世
紀
末
期
の
歴
史
的
環
境
の
厳
述
か

ら
始
ま
り
、
「
軍
な
る
革
命
黛
で
は
な
く
、
政
灌
を
掌
握
し
て
『
統
治
の
蕪
』

と
な
つ
た
」
ス
タ
ー
リ
ン
治
下
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
役
割
、
茅
・
の
機
構
ま
で

論
及
さ
れ
て
い
る
。

　
附
録
と
し
て
、
「
職
後
日
本
に
お
け
る
政
蕪
の
攣
遷
」
、
「
職
後
日
本
に
お
け

る
政
窯
の
議
席
、
得
票
敷
」
等
を
圖
解
し
た
一
覧
表
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

　
當
初
に
披
歴
し
た
よ
う
に
、
政
治
學
の
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
政
窯

論
」
を
、
各
ミ
の
醜
角
か
ら
取
墨
げ
、
問
題
鮎
を
ク
掌
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
當
書

は
、
斯
學
を
志
す
學
徒
に
と
つ
て
か
な
り
有
盆
な
参
考
書
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
。
（
昭
和
二
九
年
二
一
月
有
斐
閣
獲
行
　
二
三
〇
圓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
眞
鋤
）

七
四

（
七
四
）


